
＜他集落との連携，高齢農家等への支援を実施している事例＞

○「農作業応援隊」との連携で農作業生産活動を継続

１．集落協定の概要

市町村･協定名 茨城県北茨城市 小木板谷
きたいばらきし こ き た が や

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
10.8 ha 水稲
交 付 金 額 個人配分 49％
144万円 共同取組活動 役員報酬 5％

51％ 農道・水路整備費 46％（ ）

協定参加者 農業者 28人、非農業者4人

２．取組に至る経緯

・小木板谷集落では，従来から，それぞれの農家が自分たちで農地を管理してきた。し

かし，近年では農業者の高齢化が進行し，これに伴って集落における農業者間の連携の

希薄化，耕作放棄地の発生が懸念されるようになってきた。

このため，既存組織であった「小木板谷稲作研究会」を基盤として中山間地域等直接

支払制度に取り組むこととし，集落協定の締結に至った。締結にあたっては，これまで

個人で取り組んできた農道や水路の管理や耕作放棄地の発生防止などについて，今後ど

のように集落として取り組んでいくか，何度も話し合いを行った。

３．取組の内容

・農道，水路の整備管理及び周辺林地の下草刈りに加え，省力化のための無人ヘリコプ

ターを使用した空中散布や土手焼きによる病害虫防除作業を共同で行っている。

・集落の高齢化が進行しているが，収穫や乾燥・調製作業を認定農業者に委託すること

で，稲作が継続されている。

・協定参加者の一名が，高齢化により農作業が困難になってしまい，代わりに親戚が協

定農用地を耕作するようになった。これをきっかけに，集落の周辺住民の作業協力を受

けるようになった。平成２１年４月には，このような集落外からの支援が集まり 「農作，

業応援隊」が結成された。現在，集落外の協力者９名（うち非農業者６名）が参加して

おり，草刈りなどの共同取組活動への参加にも活動が発展し，協定農用地における耕作

が継続されている。

協定農用地の様子と群生する彼岸花 周辺林地の下草刈り及び用水路管理



［集落の将来像]
担い手への農作業の委託及び多面的機能の持続的発揮に向けた非農家との連携による継続的な○

営農体制の整備

［将来像を実現するための活動目標]
○協定地域における適正な農業生産活動を継続する。
○共同取組活動により水路・農道管理を継続する。
○共同取組活動により周辺林地の下草刈りを継続する。
○新たに認定農業者を育成する。

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備>

農地の耕作・管理（田11ha） 周辺林地の下草刈り 担い手への農作業の委託
（約3.0ha、年1回） （集落の認定農業者に収穫作業

個別対応 を2ha委託)
個別対応

共同取組活動
水路・作業道の管理
・水路6.4km、年2回

清掃、草刈り 多面的機能の持続的発揮に向け
・道路9.0km、年2回 草刈り た非農家・他集落等との連携

（多面的機能増進活動を非農家
共同取組活動 ９名と連携）

共同取組活動
農地法面の定期的な点検
（年２回及び随時）

共同取組活動

集落外との連携
耕作放棄地を防止するため，農作業応援隊（９名で構成され内非農家は６名）を結○
成し，家を出た人（兄弟）の農家と連携した保全活動を実施。農作業応援隊の役割分
担は主に農作業補助（植えつぎ等）として活動を行っている。

４．取組による変化と今後の課題等

・協定活動が継続され，農地法面等の管理保全が適正に行われた結果，年々，協定農用

地の周囲に彼岸花が増加し咲き誇るなど，美しい農村景観が形成されている。

・非農家との連携に取り組み，高齢化等を乗り越え保全活動を継続的に行うための体制

が強化された。

・今後さらに進行する恐れのある高齢化への対応を，農作業応援隊の協力と併せて集落

全体でカバーし，集落における耕作放棄地の発生を未然に防いでいきたい。

［平成21年度までの主な成果］
○ 水路・農道が確実に管理され，農業生産活動の継続につながっている。
○ 協定農用地面積のうち約2.1haについて，担い手への農作業委託（稲刈り，乾燥，モミすりなど）が
進んだ。

○ 彼岸花の群生は，その美しさに集落外からアマチュア写真家が訪れるほどであり，農村景観の保全
に資するだけでなく集落の自信にもつながっている。



＜その他、取組に特徴のある事例＞

○耕作放棄地を復旧、イノシシ防護柵を設置し水稲を栽培

１．集落協定の概要

市町村・協定名 栃木県佐野市梅園町 新耕地
さ の し うめぞのちょう あらこうち

協 定 面 積 田（94％） 畑（6％） 草地 採草放牧地
2.0ha 米、そば 梅林

交 付 金 額 個人配分 50％
40万円 共同取組活動 ・役員報酬 4％

（50％） ・共同機械保守料等 10％
・鳥獣害防止対策及び水路・農道等維持・管理等集落の共同取組
活動に要する経費 7％

・集落協定に基づく農用地の維持・管理活動経費 26％
・その他 3％

協定参加者 農業者 7人、非農業者 1人

２．取組に至る経緯

本集落は、平地と山地の境界の山間地にあり、昔は専業農家が多かったが、現在は兼

業農家中心の集落となっている。

担い手の高齢化、後継者不足等に加え、イノシシ等による農作物への被害が増大し、

適正な農業生産活動の維持継続が懸念されるとともに、集落内には耕作放棄地も増加し

ていった。

このような状況の中、耕作放棄地の活用を図りつつ、農業の魅力を再発見し若い農業

後継者を育成するには、本制度は大変有効であると認識し、集落全体の総意のもと取り

組むこととした。

３．取組の内容

農用地等保全マップを作成し、耕作放棄地復旧範囲及び作物栽培に当たり必須となる

イノシシ防護柵設置場所を計画した。また、イノシシの侵入経路に応じて防護柵を設置

し、復旧した水田では水稲栽培を開始した。

さらに農道、水路の管理は共同で行うとともに、非農家の参加も得ながら自然乾燥の

米づくりに取り組んでいる。

今後は、今までの取組を継続していくとともに、農業基盤の整備、農産物の新たな販

路の開拓等を目指していく。

農用地等保全マップ 水田に復元された農用地 イノシシ防護柵



［集落の将来像]
里山の良さと、自然の美しさを訴え、隣接地域の非農家の人々と協力し、農家・非農家がともに生産

の喜びを分かち合える地域づくりを目指す。

［将来像を実現するための活動目標]
・将来にわたって営農活動ができるよう、耕作に不便な農道や土手を検討し、対策を講じる。
・高齢者や女性が働ける場所として、休耕田での野菜栽培や直売所を検討する。
・田の活用以外にそばの栽培等も検討し、将来にわたり営農活動のできる基盤づくりに取り組む。
・休耕地の教育活動の検討。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理（田1.9ha） 周辺林地の下草刈り 機械農作業の共同化
（約0.2ha、年1回） （トラクターの共同利用を0.5

ha実施）個別対応
共同取組活動

共同取組活動
水路・農道の管理
・年2回 清掃、草刈り等

非農家・他集落等との連携
（農地の有効活用、所有者の共同取組活動 加算措置としての取組等
管理省力化）

耕作放棄地復旧加算
共同取組活動農地法面の定期的な点検 随時 （集落協定に含めた耕作放（ ）

棄地0.16haを復旧し水稲を
栽培）共同取組活動

共同取組活動
鳥獣害防止対策の実施（随時）

共同取組活動

集落外との連携
○手が回りきらない農地ができた場合は、集落外の非農業者を中心に有効活用を図る。

４．取組による変化と今後の課題等

耕作放棄地の復元及び自然乾燥の米の価値が見直され、ガマに覆われ耕作放棄が懸念

される維持管理農用地にも目が向けられて、この農用地を利用してみんなで米を作って

みようという意識が生まれた。また、鳥獣害対策について、一人ひとりが関心を持ち、

知恵を出し合って対策を相談したり作業をすることが多くなった。

農業の担い手の高齢化対策が今後の課題であり、一層の取組が必要となっている。

［平成21年度までの主な成果］
○ 耕作放棄地の復旧（目標0.16ha、実績0.16ha）
○ 個人所有のトラクター、トラック、耕運機、チェーンソー、その他農機具、間伐材まで、あるものは
何でも利用して、できる人ができることを共助共援による共同作業で行い、田植えまでできた。



＜都市住民等との交流を実施している事例＞

○棚田の景観整備と古代米栽培による集落の活性化

１．集落協定の概要

市町村･協定名 群馬県 利根郡 みなかみ町 真 澤
とねぐん み な か み ま ち さなざわ

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
5.2ha 水稲、野菜

交 付 金 額 個人配分 50％
105万円 共同取組活動 ・農道、水路の維持管理 37％

50％ ・事務費等 3％（ ）
・積立 10％

協定参加者 農業者 15人、非農業者 7名、真澤農園の会

２．取組に至る経緯

当地区は、標高４３０ｍ～６３０ｍと標高差は２００ｍであり、小区画の農地がほと

んどを占めており、機械化が難しい現状である。また、高齢化に伴う後継者不足の問題

から耕作放棄地の発生が懸念される状況であった。

里山の整備及び将来の集落営農を考え、話し合いの結果平成１８年度より１年遅れの

取り組みとなった。

３．取組の内容

かつての美しい棚田の景観を復活させるため、農業者と非農業者が連携をとり農道及

び水路の草刈りや整備を行っている。また、急傾斜地が多いことから水路の管理には注

意を払い、降雨後には見回りを実施している。

古代米を栽培することにより、休耕地及び耕作放棄地の復旧を行い、耕作放棄地が発

生しないように努めている。

棚田の風景 古 代 米



［集落の将来像]
標高差（２００ｍ）を利用した作物や品種を研究すると共に、かつての棚田を復活させ魅力ある景

観を作り、集落の発展・環境の整備を行う。都市部の人達の需要を考慮した作物の生産を進め、都市
部との交流を進める。

［将来像を実現するための活動目標]
農地の形状から機械化が難しいことや、後継者不足で耕作放棄地が懸念される箇所については非農

家と共同で作業を行い、古代米を導入しかつての棚田を復活させる。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 田5.2ha 周辺林地の下草刈り 耕作放棄地の復旧（ ）

個別対応 個別対応 共同取組活動

水路 年２回 清掃、草刈り 景観作物作付け 担い手への農地集積
（台風等の降雨後の見回り点 景観作物としてアヤメ （0.51ha実施、目標0.26ha）（ 、
検） アジサイ スイセン 作、 【

道路 年２回 整備、草刈り 付準備中 を作付けた 共同取組活動】 。）

共同取組活動
共同取組活動 保健休養機能を活かした都市住

民等との交流
（ 、 ）体験農園0.28ha 目標0.26ha

農地法面の定期的な点検
（随時） 共同取組活動

共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

本事業の取り組みを始めてから、集落内における住民の意識が高まり、本事業だけで

なく他事業も取り入れ集落内の農地、水路の整備はもちろん集落内道路改良、鳥獣害防

止対策等を含め総合的な取り組みを行っている。

棚田を復活させ魅力ある総合的な景観を作り、集落の発展・環境の整備に努めたい。

［平成21年度までの主な成果］
、 、 、○集落の景観・環境整備の意識の向上から 耕作放棄地復旧 景観作物の作付等協定農用地はもとより

周辺林地の整備が行われた。



＜他集落との連携の事例＞

明るく住み良い、緑豊かな田園地帯を残す

１．集落協定の概要

市町村･協定名 埼玉県本庄市 高 柳の池下
ほんじようし たかやなぎ いけした

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地

5.9 ha 水稲 － － －

個人配分分 50 ％

交 付 金 額 共同取組活動分 役員報酬 6 ％

47万円 （50％） 農業生産活動の維持継続に係る活動経費 0 ％

共同取組等活動経費 44 ％

管理手当 0 ％

農業者 27人

協定参加者

２．取組に至る経緯

・当集落は、水稲栽培を中心とした小規模な稲作経営が個別に行われてきた地域で、

近年、高齢化に伴う担い手不足から、農地の維持管理が難しくなっていたため、共

同作業や担い手への集積等、集落ぐるみでの活動が必要となっていた。

３．取組の内容

・集落全体に高齢化が進んでいるため、認定農業者等担い手の育成や農業機械・農

作業の共同化に取り組み、継続的な農業生産活動の体制整備を行ってきた。

・耕作放棄防止や水路・農道の維持管理など 多面的機能増進に向けた共同取組活、

動を実施し集落内の協力体制を築くとともに、集落全体の景観の維持をしようとい

う機運が強まり、他集落と連携して水路の清掃を行う等、景観の維持向上に向けた

積極的な取組が行われている。

法面の草刈り風景 美しい景観が保たれている農用地



［集落の将来像］

集落全体に高齢化が進んでいるため、担い手等後継者の育成や農業機械・農作業の共同化、他周辺集落

との連携等の事業推進を行うことによって、将来における農業生産活動の維持継続を確保する。

［将来像を実現するための活動目標］

共同機械の利用、他周辺集落との連携等について重点的に取組み、将来における農業生産活動の維

持継続の確保を図る。

［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理(田5.9ha) 周辺林地の下草刈り 機械農作業の共同化

（約0.3ha、年1回） 機械農作業の共同利用を

個別対応 推進、目標0.6ha）

共同取組活動

共同取組活動

水路・作業道の管理

水路1.6㎞、年2回

清掃、草刈り 他集落との連携

道路1.2㎞、年2回草刈り 篠の池下集落と連携して、

水路の清掃・草刈りを実施

共同取組活動 する ）。

共同取組活動

農地法面の定期的な点検

（年2回及び随時）

共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

・農業機械の共同利用に向けた話し合いが行われ、集落間の一体性が増した。

・今後は、共同取組活動を継続し、農業生産活動の体制整備を図る。また、更なる

高齢化に備え、農業機械・農作業の共同化を推進するとともに、他集落と連携を取

り合いながら、効率的な農業生産活動を目指す。

［平成21年度までの主な効果］

○ 農業機械の共同利用による生産性の向上（当初 ha、目標0.6ha、実績0.9ha(H20)）0
○ 篠の池下集落との連携による用排水路の清掃実施



＜ＮＰＯ法人等の非農家等との連携を実施している事例＞

○農家・非農家の連携による集落の活性化

１．集落協定の概要

市町村・協定名 千葉県鴨川市釜沼北
かもがわしかまぬまきた

協定面積 田(86％) 畑(14%) 草地 採草放牧地

13.9ｈａ 水稲 果樹

交付金額 個人配分 50％

252万円 共同取組活動 道路水路管理・改修 34％

(50%) 農地管理・多面的機能・有害鳥獣 10％

会議費等 6％

協定参加者 農業者21人、非農業者 1名（構成員22人）

２．取組に至る経緯

・当該地区はほ場整備がされておらず、地形的な耕作条件に加え、近年の有害獣によ

る農作物への被害拡大により、地域の営農意欲が損なわれており、耕作放棄が懸念さ

れていた。中山間地域等直接支払制度が創設されたことをきっかけに、集落内での話

し合いが活発になり、度重なる協議の結果、協定締結に至った。

３．取組の内容

・本制度期間においては、総延長約3ｋｍに及ぶ水路を中心とした農道の整備を行うこ

とで、農業用の水利確保や管理の省力化、加えて生活環境においても安全を確保して

いる。また、移住者の新規就農をサポートし、共同で棚田オーナー制度に取り組むな

ど、非農家等とも連携し集落一丸となって、集落の活性化に努めている。

・年々増大するイノシシ被害防止のための電気柵についても、共同でその維持管理に

当たっている。

【集落内の水路・農道の整備】 【棚田オーナー制度による田植】



【集落の将来像】
水稲栽培の兼業農家が多い本地区では、農業従事者の高齢化が進み、後継者がいない農家も徐々に増

えてきているが、規模拡大の意欲のある地域の担い手もいることから、共同取組活動を推進する中で、
集落営農組織化に向けた取組みを目指す。

［将来像を実現するための活動目標]
土地利用調整や農作業の受委託を進めるとともに、制度を利用して導入した鳥獣害防止のための電気
柵の維持管理等を効率的に進めるため、集落内での役割分担を明確化し、共同での取組を一層強固な
ものとする。

［活 動 内 容]

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 景観形成 鳥獣害防止
（農地の法面への植栽） （電気柵の点検修理）

個別対応
個別対応

共同取組活動
農道・水路の保全管理
農道3回・水路2回

新規就農者の確保
（1名）

共同取組活動
個別対応・共同取組活動

農道水路の改修

共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

・本取組は、水路を中心とした農道整備であるが、水利の確保や農道の維持管理の省

力化、農業機械の安全面での向上を目的に、5年間かけて集落隅々まで整備を行った

結果、幅員の狭い農道での生活面での安全性も高めることができ、本活動の理解促進

に繋がった。また、移住者の新規就農に際しても、集落全体でフォローする等、農村

特有の意識からの脱却が認められている。

・今後、集落内の土地利用調整や農作業の受託や、制度を活用して設置した電気柵の

維持管理、体験農業（オーナー制度）等を行い、さらに集落の活性化を図るためには、

集落内における役割分担の明確化を図るとともに、都市農村交流事業の活用等が必要

と思われる。

[平成21年度までの主な成果]

○ 新規就農者の確保（目標1名、H21実績1名）

○ 多面的機能の発揮に向けた非農家等との連携（共同取組活動への参加 非農家1名、非対象農家2名）



＜高付加価値型農業の実践を行っている事例＞

○高付加価値型農業の実践

１．集落協定の概要

市町村・協定名 千葉県いすみ市増田
ますだ

協定面積 田(100%) 畑地 草地 採草放牧地

計11.4ha 水稲

交付金額 個人配分 0％

91.8万円 共同取組分 鳥獣害防止対策及び水路、農道の維持・管理・

集落の共同取組活動に要する経費等 65％

集落の各担当者に対する経費 11％

農業生産活動等の集落マスタープランの将来像

を実現するための活動に要する経費、積み立て 24％

等

協定参加者 農業者17人、非農業者 1名（構成員18人）

２．取組に至る経緯

・第1期の平成12年度から取り組んでいる正立寺集落の影響を受け、リーダー的農業者

の呼びかけで、事前調査・検討を重ねた上で、平成17年7月29日に行政を交えた集落

説明会を開催し、10割の取組み協定を締結し、現在に至る。

３．取組の概要

・本集落は交付金の個人配分は行わず、共同取組活動を重点として集落の活性化に努

めている。特徴的な活動としては、米価対策の一環として、農薬・化学肥料を慣行

の半分以下で栽培を行う「ちばエコ農業」に積極的に取り組み、ブランド化を目指

して活動を展開している。

【農道管理の様子】 【高付加価値型農業の実践】

【農道管理の様子】



【集落の将来像】
耕作放棄地の発生を防止し、将来にわたって持続的な農業生産活動を可能とするため、水路・農道等

の集落の資源を共同で管理する体制を整備するとともに、低迷が続く米価に対応するため、ブランド化
を視野において、環境保全型農業のひとつである 「ちばエコ農業」に積極的に取り組み、集落の活性化、
を図る。

［将来像を実現するための活動目標]
耕作放棄地の発生を防止し、将来にわたって持続的な農業生産活動を可能とし、本集落の持つ多面的

、 、 。機能の確保を図るため 関係者１８人が水路・農道の管理 農地法面の管理等に一致協力して取り組む
農業生産活動等の体制整備として取り組む事項としては、高付加価値型農業に取組み、エコ米生産に

取り組む。
また、担い手育成については、認定農業者の育成に取り組む。
農用地保全マップを活用し、将来にわたって適正に農用地を保全することを目標とする。

」［活 動 内 容]
農業生産活動等

多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 田11.4ha 周辺林地の下草刈り 農用地保全マップの活用（ ）
年２回

個別対応 共同取組活動
個別対応

水路・農道の管理
水路・農道年２回 高付加価値型農業の実践

6,049m2（目標6,000m2）
共同取組活動

共同取組活動

法面の定期的な点検
認定農業者の育成
1名（目標1名）

共同取組活動
共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

・米価が低迷する中で、担い手となるべき人の高齢化が進むなどの問題があり、19年

度、20年度も協議を重ね21年度に認定農業者が誕生した。

・協定期間内に農業生産活動・多面的機能増進活動を今後も維持継続していくことは

もちろんであるが、今後の活動に向けた集落内合意が課題である。

[平成21年度までの主な成果]

○ 11.4ｈａの農用地（水路・農道を含む）を適正に保全(11.4ha)

○ 高付加価値型農業の実践(当初0㎡、目標6,000㎡、H21実績6,194㎡）

○ 認定農業者の育成(当初0名、目標１名、H21実績1名）



＜農道管理を実施している事例＞

○直接支払交付金で農道の維持管理を図る

１．集落協定の概要

市町村･協定名 神奈川県足柄上郡山北町 安 洞
あしがらかみぐんやまきたまち やすぼら

協 定 面 積 田（1％） 畑（99％） 草地 採草放牧地
9.9ha 水稲 みかん等

交 付 金 額 個人配分 －％
92万円 共同取組活動 農道等維持管理経費 42％

（100％） 農地維持管理資材購入費 30％
その他 28％

協定参加者 農業者 35人

２．取組に至る経緯

急な山腹に樹園地を拓いた集落で、温暖な気候と南斜面に降り注ぐ日光を活かし

たみかんやキウイフルーツ等の果樹栽培が中心である。

昭和40年代までは人力のみで、急な斜面での農作業は厳しく、とりわけみかんの

搬出は大変な労力だった。このため、昭和44年に農道組合を設立し、農道の整備を

進めた。自動車・農作業機が使用できるように労力が軽減され、以後、集落共同で

整備された農道を維持してきた。しかしながら、みかん価格の低迷や高齢化等によ

り、次第に農道の維持管理が難しくなってきた。

このような状況の中で、中山間地域等直接払制度が始まり、平成12年度に集落協

定を締結した。

３．取組の内容

農道の維持管理は、農作業の省力化の他、雨水排水対策のためにも重要である。

集落では、交付金を充当して農道の維持管理を行っているが、見回りや清掃の他に、

簡易な補修も実施している。また、台風や大雨の後には分担して見回りを行い、風

倒木の処理にも交付金を活用している。

農道は、ハイキングコースとしても利用されているので、景観作物を植えてハイ

カーの目を楽しませている。

その他、近年は鳥獣被害も深刻化しているので、被害対策も行っている。

農道清掃作業 景観作物の植え付け



［集落の将来像]
みんなが元気なみかんの里
美しいみかん山をいつまでも守り、花一杯運動を実践するなど、みんなが明るく暮らせる集落を目指

す。

［将来像を実現するための活動目標]

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理（田6ha） 周辺林地の下草刈り 農作業の共同化
土壌流棒に配慮した営農 （果樹剪定を共同で行う）

個別対応 （茶の機械の共同化）
個別対応

個別対応
水路・農道の管理
・農道2.8km 景観作物作付け

年2回 補修、草刈り （景観作物として草花 女性の参画
・水路 を安洞農道沿いに作 （女性が担い手となれるよう、

年2回 清掃、草刈り 付けた。） 作業機の研修等を行う

共同取組活動 共同取組活動 共同取組活動

農地法面の定期的な点検
（年２回及び随時）

共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

協定締結後、共同取組活動で農道や承水路を管理してきたので、雨水排水機能が確保さ

れ、急傾斜の農地が保全されている。特に大雨や台風の後には、みんなで見回り、風倒木

を処理するようになったことは大変よかった。また、共同で作業をすることが増加し、そ

のための会合が増えたので、「みんなが手伝ってくれるから何とか頑張ろう。」という気持

ちが広がり、高齢化している中でも営農意欲が高まった。

［平成21年度までの主な成果］
○ 高齢者が動けなくなった時に集落でスムーズに代わりを務められるようになった。
○ 農業者の子供が町外に居住していても、みかんの繁忙期には週末に手伝いに来てくれるようになった。
○ 道路や水路の管理に関心が一層高まった。
○ 景観作物はハイカーから好評だった。



＜新規就農者の確保又は認定農業者の育成を実施している事例＞

○集落が一丸となった新規就農者等育成の取り組み

１．集落協定の概要

市町村･協定名 山梨県北杜市大泉町 宮地
ほくとしおおいずみちょう みやぢ

協 定 面 積 田11.9ha（100％） 畑 草地 採草放牧地
１１．９ha 水稲、そば
交 付 金 額 個人配分 50％

240万円 共同取組活動 役員報酬 10％
50％ 農道・水路等管理費 58％（ ）

農地管理費 32％
協定参加者 農業者 29人、農地管理委員会（構成員29人）

２．取組に至る経緯

・これまでは行政の主導のもと、用排水路清掃、修繕、農道草刈り、清掃等の維持管

理を実施してきたが、市町村合併後、役場との距離が遠くなり、地域の自発的な行動

が必要となった。

このため、各地区単位での活動が重要視される中、地区の担い手の高齢化が進み、

将来の農業生産活動や集落の維持に不安があるため、集落協定内で水路・農道の状況

、 、 、 、把握 現地調査を実施し 長期計画を立て 水路・農道等の維持管理を行うとともに

将来の担い手である新規就農者の育成を目指すこととなった。

３．取組の内容

・新規就農者を確保し、集落内の農家から営農技術を継承するとともに、担い手への

、 。農地の集積・作業受委託を実施し 地域内の農用地の適切な維持・管理を図っている

・集落内の非農家と連携し、集落が一丸となり水路・農道等の管理活動を行い、非農

家も集落内の農地の維持に積極的に関わっている。

農道・水路維持管理状況 集落協定内会議状況



［集落の将来像]
核となる集積対象者の育成及び当該集積対象者への農用地の集積

［将来像を実現するための活動目標]
・新規就農者の確保・育成
・非農家を含めた集落活動の実施
・担い手への農地集積・作業受委託の実施

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 田11.9ha 周辺林地の下草刈り 新規就農者の確保（ ）
（0.6ha、年1回） （１名就農、目標１名）

個別対応
共同取組活動

共同取組活動
水路・作業道の管理
・水路3.6km、年3回 緑肥作物の作付け

清掃、草刈り （緑肥作物としてライ麦 担い手への農作業の委託
・道路2.3km、年3回 を約0.2ha作付け） （集落の担い手1.4ha農作業委

簡易改修、草刈り 託、目標1.2ha）
・災害時の見回り 共同取組活動

共同取組活動
共同取組活動

多面的機能の持続的発揮に向
農地法面の定期的な点検 けた非農家・他集落との連携

（ 、（年3回及び随時） 集落内の非農家１８名と連携
目標３名）

共同取組活動
共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

・集落内で連帯感が生まれ、非農家との連携により耕作放棄地の除草作業及び水路

や農道の清掃活動が共同で頻繁に行われるようになり、農家個人においても隣接

する農地に対しての気配りが生まれ、耕作放棄地の発生防止に繋がっている。

・新規就農者が１名参入したが、より一層の支援を行い、認定農業者へ育成する。

また、担い手の高齢化が進んでいるため、さらに新規就農者等に農作業受委託を

進めていきたい。

［平成21年度までの主な成果］
○新規就農者の確保（目標1名、実績1名）
○担い手への農作業の委託
水稲の田植え等作業委託（目標1.2ha、実績1.4ha）

○多面的機能の持続的発揮に向けた非農家・他集落との連携
非農家と連携した水路・農道等の管理活動等（目標3名、実績18名）



＜その他 特徴のある事例＞

○菜の花による景観形成

１．集落協定の概要

市町村･協定名 長野県大町市西海の口
おおまちしにしうみ くち

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
10.1ha 水稲、そば

交 付 金 額 個人配分 49.8％
137万円 共同取組活動

（50.2％） 水路農道の維持管理経費 18.2％
農用地維持管理活動経費 32.0％

協定参加者 農業者 42人

２．取組に至る経緯

・西海ノ口集落は、集落内の農地の中央をＪＲや河川が横断していることから農地が分

断され、道路状況も悪く、さらに山麓沿いに位置するため鳥獣被害も多いことから、効

率の低い農業経営を強いられてきた。

・また、農家の高齢化が進んでいるため、集落内の担い手も少なく、耕作放棄が懸念さ

れましたが、集落で協定を締結することにより、個々の農家が連帯して農用地を守って

いくこととした。

３．取組の内容

・地域の連帯感を高めるため、共同作業による用水路や農道の整備、景観作物とした菜

の花の作付けなどを実施することにより、郷土への愛着心をもって歴史ある農用地を保

全している。

・平成 20 年度からは、旅人も憩える花桃の里作りを進めるとともに、新作物として里
芋や猿害に遭わないわらび栽培の取り組みを行った。

・平成 21年度は栽培面積の拡大も図り、将来は菜の花や花桃を観賞しながらわらび
採りのできる観光農園を目指している。

塩の道祭り ＜菜の花の中を歩く＞ 花桃の里作り



［集落の将来像]
集落協定者が共に連帯感を高めながら、地域の創意と工夫によって、農用地の管理保全活動を行う
ことにより、耕作放棄地の発生を防ぐとともに魅力ある地域づくりを実現する。

［将来像を実現するための活動目標］

・農用地の定期的な点検と管理保全活動の実施

・景観作物の作付けと花桃の里づくり

［活 動 内 容］

農業生産活動 多面的機能増進活動

農地の耕作・管理 周辺林地の下草刈り

（田：101.9ha） （年2回）

個別対応 個別対応

水路・作業道の管理 景観作物作付け

・水路 年2回(春、秋） （景観作物として菜の花を作付けた。）

清掃、草刈り 共同取組活動

・道路補修、Ｕ字溝漏水補修

その他の活動

農地法面の定期的な点検 （菜の花や花桃を鑑賞しながら

（年2回及び随時） 摘み取りのできる作物として、

共同取組活動 ワラビを対象に試験栽培を行う。）

共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

・協定締結による農家の連帯により、菜の花を活用した景観作物の作付けなどにより耕

作放棄が防止されたが、高齢化による後継者不足が顕著であるため、今後は現状維持を

どうしていくかが最大の課題となっている。

・第 2期対策の 4年目よりスタートした「花桃の里づくり」を継続し、現在 50本ほ
どの花桃の植栽を第 3期対策中までに 200本へ拡大を図るとともに、平成 20年度から
取り組んだ新作物としての里芋、ワラビ栽培をさらにすすめていく。

平成21年度までの主な成果］

○ 耕作放棄地発生防止と法面の崩落防止のため、役員で定期的な点検を行う。
○ 旧千国街道沿いへの菜の花の作付けの後作として新規作物の試作。
○ 用水路、農道の土砂上げ、草刈の実施。
○ 水稲栽培の不向き地へ集落協定で菜の花の作付け（40～ 50a）をし、耕作放棄地の発生防止。
○ 花桃を植え、花桃の里作りをスタートさせる（平成 20年度から実施）。
○ 新作物として里芋、ワラビの試験栽培。
○ 耕作放棄されそうな農用地を集落内外の担い手農家による農作業の委託



＜その他、取組に特徴のある事例＞

○棚田貸します制度（オーナー制度）による農地の維持

１．個別協定の概要

市町村･協定名 長野県千曲市 名月会
ちく ま し めいげつかい

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
2.2ha 水稲

交 付 金 額 個人配分 0％
46万円 共同取組活動 農地・水路・農道管理 79％

100％ 管理体制に係る報酬 3％（ ）
多面的機能を増進する活動（オーナー制度の実施） 18％

協定参加者 名月会（15人）

２．取組に至る経緯

・平成11年に文化庁から「名勝地」に指定された姨捨の棚田は、かつては大きく荒廃し

ていたが 「県営ふるさと水と土保全モデル事業」が導入され約3haの棚田が整備された、

ことなどをきっかけとして、平成8年度に棚田保全推進協議会が設置され、名月会によ

る「棚田貸します制度 （オーナー制度）が実施された。」

・平成12年度からは、直接支払制度への取組みと同時に区画を増やしオーナー会員の拡

大を図り 「棚田貸します制度」を通して、棚田の保全及び景観の維持に努めている。、

３．取組の内容

・特定農地貸付法により市が棚田を地権者から借受け、名月会に作業委託している。

募集する会員は「田植え、草刈り（年 回 、稲刈り、脱穀」の年 回の各行事に参加す2 5）

る「体験コース」と作業への参加が自由な「保全コース」の 種類あり、名月会は水田2
の管理、作業の指導、保全コースの水田作業のほか交流会などを実施している。

・棚田のオーナーも順調に増加し、当初は 組であったが平成 年度においては 組17 21 111
となっている。また、地元小学校５年生にもオーナーとして参加してもらい、食農教育

の一環として農作業体験を行っている。

姨捨の棚田 オーナーによる稲刈りの様子 法面の草刈作業



［集落の将来像]
棚田を保全し、景観を将来に引き継ぐと共に、都市と農村の交流を深め地域の活性化を図っていく。

［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動

農地の耕作・管理 田 ha 「棚田貸します制度」によ（ ）2.2
る都市と農村との交流

共同取組活動 [棚田オーナー]
ha、 区画2.2 111

会員 組111
[体験コース]
年 回の作業を体験し、5

水路・作業道の管理 収穫できた米はすべても持
・水路 年 回 ち帰ることができる2

清掃、草刈り [保全コース]
・道路 年 回 棚田の保全を目的とした2
草刈り 会員で、作業は名月会が行

い、収穫された米を一定量
もらえる

共同取組活動 共同取組活動

農地法面の定期的な点検

（年２回及び随時）

共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

・本制度の取組みにより 「棚田貸します制度」の区画も増加し、後継者不足等により、

休耕されていた棚田が復旧された。

・また農道管理、水路管理や法面の除草等が確実に実施されるようになり、棚田が維持

され荒廃化を防止している。

・オーナー会員数の増加に伴い協定面積が拡大し、維持管理にかかる経費や作業量が増

加していく中、受け入れ側の名月会が高齢化してきている。

［平成21年度までの主な成果］

「棚田貸します制度」のオーナー数

年 度 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

体験コース 58 62 59 56 57 65 70 67 68 90

保全コース 7 6 5 5 4 8 10 13 14 21

計 65 68 64 61 61 73 80 80 82 111



【直売所で梅干など加工品を販売】 【ハイキングコースを整備】

＜地場産農作物等の加工・販売に取り組んでいる事例＞

○地場産農作物の加工販売と観光施設との連携

１．集落協定の概要

市町村・協定名 静岡県浜松市北区引佐町田畑
はままつしきたくいなさちょうたばたけ

協 定 面 積 田（4％） 畑（96％） 草地 採草放牧地
8.8ha 米 みかん

交 付 金 額 個人配分 50％
104万円 共同取組活動 農用地の維持管理費 23％

（50％） 農道の維持管理・補修等 23％

役員報酬 4％

協定参加者 農業者 8人

２．取組に至る経緯

当集落は、みかんの栽培が盛んであったが、急傾斜地が多いため生産効率が低く、

かつ高齢化も進み耕作放棄地が増えていた。その中で、集落内に観光施設「竜ヶ岩

洞」があるという特性を活かし、地域環境を整えながら活性化を図るため集落協定締

結に至った。

３．取組の内容

当集落は、中腹に石灰岩地域特有のカルスト地形が広がる竜ヶ石山の麓にあり、集

落内には鍾乳洞の観光施設「竜ヶ岩洞」がある。年間を通じ地域内外からのハイキン

グ客や観光客が多いことから 「竜ヶ岩洞」と販売協定を結び、入り口駐車場で地場産、

品（梅干・こんにゃく等）の販売等を実施している。

また、本制度の交付金を活用し、協定参加者と地区内住民の協働により、未舗装の

林道を舗装したり花を植えたりしハイキングコースの整備を行った。

さらに、平成 年からはハイキングイベントを行うなど、多くの都市住民等との交18
流を通じ、当集落の活性化等を図っている。



［将来像を実現するための活動目標］

・田畑で栽培した野菜等を加工し 「竜ヶ岩洞」を訪れた人へ販売する。、

・非農家等と連携し、農道・林道の周りにアジサイ等を植え、ハイカーなどの都市住民との交流を活

発にする。

［活 動 内 容］

農業生産活動 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 非農家・他集落等との連携 地場産農産物の加工・販

（ ） （ ）（みかん等： ） ハイキングコースの整備 売 梅干・こんにゃく等8.8ha
個別対応 共同取組活動 共同取組活動

農地・農道の管理 農地と一体となった周辺 農地法面・水路・農道等

清掃・草刈・簡易補修 林地の下草刈り の補修、改良（ ）

共同取組活動 個別対応 共同取組活動

農地法面の点検 鳥獣害防止のための防護

柵等の設置

共同取組活動 個別対応

４．取組による変化と今後の課題等

ハイキングイベントや農産物の加工販売など、集落協定に規定された活動がきっか

けとなり、集落内には、様々な活動に積極的に参加する意識が芽生えている。

一方、農業従事者の高齢化が進み、後継者が不足している。今後は、いかに担い手

を育成・確保するかが課題となっている。

［平成21年度までの主な効果］
○ 非農家・他集落との連携
・ハイキングコースの整備 （約4ｋｍ）

（ 、 、 （ ）、 （ ））・ハイキングイベントの開催 H18 195名 H19 100名 H20 52名 雨天延期 H21 85名 小雨
○ 農産物加工販売（販売品目 梅干、こんにゃく）

（協定参加者以外との連携した活動を行っている場合に記載）集落外との連携

地元観光施設「竜ヶ岩洞」と連携し、農道・林道の周りにアジサイ等を植えたり、ハイキングコース

の整備やイベントを開催している。イベント時には前日の準備や当日の道案内・ガイドなどの活動を行

っている。

[集落の将来像]

・梅干・こんにゃくなどの地場産品の加工販売を行い、ＰＲ活動を行うことで、現在耕作してい

る面積を減らさないようにする。

・地元観光施設「竜ヶ岩洞」と連携し、農道や林道の整備などを行う。



＜高付加価値型農業の実践を行っている事例＞

○「おれんじ色の里」を目指して

１．集落協定の概要

市町村・協定名 静岡県沼津市内浦重須
ぬ ま づ し うちうらおもす

協 定 面 積 田 畑（100％） 草地 採草放牧地
29.1ha みかん

交 付 金 額 個人配分 14.2％
335万円 共同取組活動 共同活動に係る経費、会議費 19.4％

（85.8％） 改植等高付加型農業推進費 19.4％

農地の維持管理経費 47.0％

協定参加者 農業者 50人

２．取組に至る経緯

当集落では、高品質みかん栽培に対する取組が遅れていた。そのため、早急に優良

な品種へ改植し、収益性の向上を図るとともに、今後発生が予想される耕作放棄地の

防止のため、集落協定締結に至った。

３．取組の内容

本制度の交付金を活用し、現在の「宮本 「青島」と比べ高単価な品種に転換を図っ」

ており、その苗木の購入を行っている。また、認定農業者の増加に努めるとともに集

落共同による農道等の清掃管理、イノシシからみかん畑を守るため、共同で電気柵の

設置や維持管理等も行っている。

【改植】

寿太郎等の優良品種に植え替えてい

る

【農道の整備】

集落協定参加者による農道の整備



［将来像を実現するための活動目標］

・高品質なみかん（寿太郎・ゆら・はじめ）への改植を進め、５年後に生産量を150ｔとする。

・農事組合法人おもす（直売所）と連携し、都市部住民との交流を図るためイベントを行う。

［活 動 内 容］

４．取組による変化と今後の課題等

農業従事者の高齢化、後継者難により地区住民による活動だけで現状以上に耕作拡

大をするのには限界がある。このため、今後はいかに外部との連携を図って、新しい

担い手を育成・確保するかが課題となっている。また、広域農道の建設が検討されて

おり、これらの活用方法が重要なキーとなっている。

［平成21年度までの主な効果］
○ 優良品種への改植のための苗木購入（年間1haの改植を実施）
○ イノシシ対策の電気柵設置（重須地区周囲13.2ｋｍ）

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理

（畑：29.1ha）

共同取組活動

農地・農道の管理

・水路 年２回

（清掃、草刈り）

・農道 年２回

（草刈り）

共同取組活動

農地法面の定期点検

・随時

共同取組活動

都市住民との交流

直売所を活用した

イベント開催

共同取組活動

鳥獣害防止対策

・電気柵の保守点検

共同取組活動

認定農業者の育成

新規認定農業者

1名以上
個別対応

高付加価値農業の実践

優良品種へ改植（苗木購

入：1ha/年）
共同取組活動

[集落の将来像]

高品質なみかんの生産を拡大させることにより、農業収入の安定を図る。これにより今後予想さ

れる農業生産人口減少を最小限に留め、農地の流動化を進める起爆材にしたいと考えている。

また、柑橘類を販売主力商品とした地元直売所を活用し、オレンジの里創りに努める。

集落外との連携

重須直売所は内浦・西浦全域の農産物の展示窓口として機能している




